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前
稿
「
日
本
史
教
科
書
の
美
術
史
（
一
）」
で
は
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代

初
期
に
か
け
て
検
討
を
加
え
た
。
本
稿
で
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
検
討

に
進
む
が
、
ま
ず
時
代
区
分
の
問
題
に
焦
点
を
絞
り
、
各
時
期
の
問
題
点
は
次

稿
で
扱
う
。

《「
宝
暦
・
天
明
期
の
文
化
」
の
登
場
》

筆
者
は
毎
年
数
種
の
新
し
い
日
本
史
教
科
書
に
目
を
通
し
て
い
る
が
、
数
年

前
に
新
し
い
『
詳
説
日
本
史
Ｂ
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
文
部
科
学
省

検
定
、
執
筆
＝
老
川
慶
喜
、
加
藤
陽
子
、
五
味
文
彦
、
坂
上
康
俊
、
桜
井
英
治
、

笹
山
晴
生
、
佐
藤
信
、
白
石
太
郎
、
鈴
木
淳
、
高
埜
利
彦
、
吉
田
伸
之　

以
下

こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
前
稿
同
様
『
詳
説
』
と
略
記
）
を
手
に
取
っ
て
、
前
年
の
も

の
（
二
〇
〇
六
年
検
定
）
と
の
小
さ
か
ら
ぬ
変
更
に
気
付
い
て
驚
い
た
。
江
戸

時
代
の
中
・
後
期
を
扱
う
第
8
章
「
幕
藩
体
制
の
動
揺
」
の
第
2
節
と
し
て
、

「
宝
暦
・
天
明
期
の
文
化
」
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
セ
ク
シ
ョ
ン
が
新
た
に
加
え

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

旧
版
『
詳
説
』
の
近
世
の
記
述
は
、
第
6
章
「
幕
藩
体
制
の
確
立
」、
第
7

章
「
幕
藩
体
制
の
展
開
」、
第
8
章
「
幕
藩
体
制
の
動
揺
」
の
三
章
で
構
成
さ
れ
、

第
6
章
、
1
．
織
豊
政
権
、
2
．
桃
山
文
化
、
3
．
幕
藩
体
制
の
成
立

第
7
章
、
1
．
幕
政
の
安
定
、
2
．
経
済
の
発
展
、
3
．
元
禄
文
化

第
8
章
、
1
．
幕
政
の
改
革
、
2
．
幕
府
の
衰
退
、
3
．
化
政
文
化

と
そ
れ
ぞ
れ
三
節
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
文
化
に
つ
い
て
は
「
桃
山
文
化
」、

「
元
禄
文
化
」、「
化
政
文
化
」
と
い
う
三
つ
の
節
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
6
─
3

「
幕
藩
体
制
の
成
立
」
に
は
、「
寛
永
期
の
文
化
」
と
い
う
小
項
目
も
立
て
ら
れ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
近
世
の
文
化
は
数
年
前
ま
で
四
期
に
分
け
て
述
べ
ら
れ
て

い
た
の
だ
が
、
最
新
版
『
詳
説
』
は
第
8
章
の
第
2
節
に
「
宝
暦
・
天
明
期
の

文
化
」
を
割
り
込
ま
せ
て
、
五
期
に
細
分
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
四
期
か
ら
五

期
へ
の
変
更
は
、
江
戸
文
化
の
記
述
が
よ
り
詳
し
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て

論
　
文日

本
史
教
科
書
の
美
術
史
（
二
）
─
─
江
戸
文
化
の
時
代
区
分
の
検
討
─
─

矢
島
　
新
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お
り
、
喜
ば
し
い
改
訂
と
い
う
べ
き
な
の
だ
が
、
は
か
ら
ず
も
化
政
文
化
と
い

う
よ
く
知
ら
れ
た
歴
史
用
語
が
抱
え
る
問
題
点
を
露
呈
さ
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。「

元
禄
文
化
」
と
「
化
政
文
化
」
と
い
う
用
語
は
、
元
禄
年
間
（
一
六
八
六

～
一
七
〇
四
）
や
文
化
・
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
～
三
〇
）
に
生
み
出
さ
れ
た

文
化
の
み
を
言
う
の
で
は
な
く
、「
元
禄
年
間
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
前
半

の
文
化
」、「
文
化
・
文
政
年
間
を
中
心
と
し
た
江
戸
時
代
後
半
の
文
化
」
と
い

う
ほ
ど
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
細
か
な
こ
と
を
言
え
ば
、

井
原
西
鶴
の
代
表
作
の
う
ち
『
好
色
一
代
男
』
は
天
和
2
年
（
一
六
八
二
）、『
好

色
五
人
女
』
と
『
好
色
一
代
女
』
は
貞
享
3
年
（
一
六
八
六
）
の
作
で
、
い
ず

れ
も
元
禄
年
間
以
前
の
作
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
西
鶴
は
元
禄
文
化
を
代
表
す

る
作
家
と
認
識
さ
れ
て
い
る
し
、
こ
の
三
作
も
元
禄
文
化
に
含
め
て
考
え
ら
れ

て
い
る
だ
ろ
う
。

化
政
文
化
の
検
討
は
本
稿
の
大
き
な
テ
ー
マ
だ
が
、『
詳
説
』
を
は
じ
め
と

す
る
従
来
の
教
科
書
は
、
そ
れ
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、「
化

政
文
化
」
と
い
う
語
に
、
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で
の
百
年
以
上

を
カ
バ
ー
す
る
「
江
戸
時
代
後
期
の
文
化
」
と
い
う
意
味
合
い
を
持
た
せ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
手
元
の
一
九
八
一
年
版
の
『
詳
説
』
に
は
、「
江
戸
時
代
の

後
期
に
な
る
と
、
文
化
の
中
心
は
し
だ
い
に
上
方
か
ら
江
戸
に
う
つ
っ
て
き
た
。

そ
れ
は
江
戸
の
繁
栄
が
目
ざ
ま
し
く
な
っ
た
た
め
で
、
一
九
世
紀
初
め
の
文
化

文
政
時
代
に
最
盛
期
を
迎
え
た
の
で
、
こ
れ
を
化
政
文
化
と
よ
ん
で
い
る
」
と

い
う
記
述
が
あ
り
、
化
政
文
化
と
い
う
概
念
が
広
義
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明

示
し
て
い
る
。

旧
版
『
詳
説
』
の
化
政
文
化
の
項
に
は
、
池
大
雅
・
与
謝
蕪
村
・
円
山
応

挙
・
鈴
木
春
信
ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
彼
ら
は
皆
十
九
世
紀
を
迎
え
る
こ
と

な
く
没
し
て
お
り
、
し
か
も
化
政
文
化
は
江
戸
が
中
心
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
春
信
以
外
の
三
人
は
京
都
の
絵
師
で
あ
る
。
こ
れ
は

項
目
名
や
記
述
内
容
と
の
か
な
り
重
大
な
齟
齬
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

「
化
政
文
化
」
と
い
う
用
語
が
「
江
戸
時
代
後
期
の
文
化
」
と
い
う
広
義
の
意

味
を
持
つ
と
理
解
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
さ
ほ
ど
違
和
感
を
も
た

れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二
〇
一
二
年
の
大
き
な
改
訂
で
宝
暦
・
天
明
期
（
一
七
五
一
～
八
九
）
の
文

化
を
独
立
さ
せ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
項
目
名
と
内
容
が
か
い
離
す
る
不
都
合

の
解
消
を
意
図
し
て
の
改
善
策
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
宝
暦
・
天
明

期
を
切
り
離
し
て
し
ま
う
と
、「
化
政
文
化
」
が
担
っ
て
い
た
は
ず
の
江
戸
時

代
後
期
の
文
化
の
総
称
と
い
う
意
味
合
い
は
薄
れ
、「
文
化
・
文
政
年
間
の
文

化
」
の
意
味
が
強
く
な
る
。

と
こ
ろ
が
最
新
版
『
詳
説
』
の
「
化
政
文
化
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
作

品
一
覧
表
を
見
る
と
、
浮
世
絵
に
つ
い
て
は
葛
飾
北
斎
の
「
富
嶽
三
十
六
景
」、

歌
川
広
重
の
「
東
海
道
五
十
三
次
」
と
「
名
所
江
戸
百
景
」、
歌
川
国
芳
の
「
朝

比
奈
小
人
嶋
遊
」
と
す
べ
て
天
保
期
以
降
の
作
、
渡
辺
崋
山
の
「
一
掃
百
態
」

は
文
政
元
年
の
作
だ
が
「
鷹
見
泉
石
像
」
は
天
保
8
年
（
一
八
三
七
）
の
作
で

あ
り
、
文
化
・
文
政
年
間
以
降
の
作
品
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

実
を
言
う
と
、
文
化
・
文
政
年
間
に
は
、
教
科
書
に
取
り
上
げ
る
ほ
ど
の
名

作
は
少
な
い
。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
浮
世
絵
師
を
代
表
す
る
北
斎
は
極
め
て
作
画

期
間
が
長
く
、
四
〇
代
半
ば
か
ら
六
〇
代
に
相
当
す
る
文
化
・
文
政
年
間
に
も
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読
本
の
挿
絵
な
ど
を
中
心
に
旺
盛
な
作
画
を
行
っ
て
い
る
の
だ
が
、
彼
の
画
業

を
代
表
す
る
富
嶽
三
十
六
景
を
は
じ
め
と
す
る
錦
絵
の
名
作
は
、
ほ
と
ん
ど
が

七
〇
歳
を
過
ぎ
た
天
保
年
間
の
作
で
あ
る
。
広
重
と
国
芳
は
と
も
に
寛
政
9
年

（
一
七
九
七
）
の
生
ま
れ
だ
が
、
錦
絵
の
仕
事
が
増
え
て
、
浮
世
絵
師
と
し
て

頭
角
を
現
す
の
は
天
保
年
間
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
文
芸
に
関
し
て
は
曲
亭

（
滝
沢
）
馬
琴
や
式
亭
三
馬
ら
を
文
化
・
文
政
年
間
の
作
家
と
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
が
、
美
術
に
関
し
て
は
、
文
化
・
文
政
年
間
は
ピ
ー
ク
ど
こ
ろ

か
、
む
し
ろ
谷
間
と
呼
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
時
期
な
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
る
と
、
江
戸
時
代
後
期
の
文
化
を
化
政
文
化
と
呼

ぶ
の
は
は
た
し
て
妥
当
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
沸
き
起
こ
っ
て
く
る
。
も
ち
ろ

ん
文
化
は
文
学
や
芸
能
、
思
想
、
宗
教
な
ど
多
く
の
要
素
が
絡
み
合
う
も
の
で

あ
り
、
美
術
の
観
点
だ
け
で
結
論
を
急
ぐ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
で
は
美
術
と

並
ぶ
文
化
の
両
輪
で
あ
る
文
学
に
関
し
て
、
化
政
文
化
と
い
う
時
代
区
分
は
有

効
な
の
だ
ろ
う
か
。

《
文
学
研
究
者
か
ら
の
提
言
》

化
政
文
化
と
い
う
概
念
に
対
す
る
違
和
感
は
、
実
は
中
野
三
敏
ら
の
近
世
文

学
研
究
者
が
早
く
か
ら
表
明
し
て
い
た
。
中
野
の
主
張
は
、
自
身
が
編
集
し
た

『
日
本
の
近
世
12.　

文
学
と
美
術
の
成
熟
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）
巻

頭
の
、「
十
八
世
紀
江
戸
の
文
化
」
と
い
う
一
篇
に
示
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
中

期
以
降
の
美
術
を
考
え
る
際
に
も
有
益
な
指
摘
な
の
で
、
少
し
詳
し
く
紹
介
し

よ
う
。

中
野
は
十
八
世
紀
後
半
こ
そ
を
「
近
世
文
化
の
最
盛
期
」
と
考
え
て
い
る
。

「
元
禄
文
化
、
化
政
文
化
と
い
っ
た
把
握
の
仕
方
も
、
そ
の
根
底
は
こ
の
近
代

主
義
的
評
価
の
表
れ
」
で
あ
り
、「
文
学
史
に
お
け
る
前
期
の
代
表
と
い
え
ば
、

き
ま
っ
て
西
鶴
・
近
松
・
芭
蕉
で
あ
り
、
後
期
の
そ
れ
が
、
馬
琴
・
三
馬
・
一

九
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
代
表
さ
れ
る
の
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
あ
た
り
に
そ
の

事
情
が
つ
ぶ
さ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
作
家

は
お
お
む
ね
近
代
主
義
的
に
観
て
評
価
し
や
す
い
、
い
わ
ゆ
る
「
俗
」
文
学
の

旗
手
で
あ
る
」
と
、
近
代
史
学
の
評
価
軸
の
偏
り
を
喝
破
す
る
。

さ
ら
に
「
従
来
の
近
代
主
義
的
見
方
は
、
近
世
を
前
期
と
後
期
に
二
分
し
て
、

そ
の
前
期
の
ピ
ー
ク
を
元
禄
に
、
後
期
の
そ
れ
を
化
政
期
に
置
き
、
前
期
を
上

方
文
化
の
、
後
期
を
江
戸
文
化
の
時
代
と
規
定
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
こ
の

と
き
、
前
期
か
ら
後
期
へ
と
移
る
中
間
の
部
分
は
、
ま
さ
に
二
つ
の
ピ
ー
ク
の

間
の
時
期
ゆ
え
、
当
然
の
こ
と
過
渡
期
、
さ
ら
に
は
谷
間
の
時
期
と
し
て
処
理

さ
れ
る
の
が
常
識
で
も
あ
っ
た
」
と
従
来
の
史
観
を
批
判
的
に
整
理
し
、「
谷

間
の
時
期
と
い
わ
れ
た
十
八
世
紀
を
、
も
っ
と
も
近
世
ら
し
く
充
実
し
成
熟
し

た
時
期
」
と
み
な
す
新
し
い
史
観
を
提
唱
し
て
い
る
。

十
八
世
紀
後
半
を
江
戸
文
化
の
ピ
ー
ク
と
見
る
の
は
中
野
だ
け
で
は
な
い
。

今
紹
介
し
た
中
野
の
編
著
に
は
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
同
僚
で
、
戯
作
研
究

で
知
ら
れ
る
岩
田
秀
行
も
「
戯
作
の
二
重
構
造
と
江
戸
文
化
」
と
い
う
論
考
を

寄
せ
て
お
り
、「
十
八
世
紀
半
ば
の
宝
暦
～
天
明
の
文
化
こ
そ
が
、
江
戸
と
い

う
土
地
に
初
め
て
花
開
い
た
新
し
い
文
化
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）
宝
暦
～
天

明
と
文
化
文
政
の
間
に
は
、
寛
政
の
改
革
と
い
う
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
寛
政

以
降
は
文
化
の
質
が
明
ら
か
に
大
衆
化
さ
れ
、
下
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ



日本史教科書の美術史（二）──江戸文化の時代区分の検討──

77

ま
り
爛
熟
の
時
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
元
禄
文
化
が
爛
熟
し
た
の
で
は

な
く
、
宝
暦
～
天
明
に
新
し
く
お
こ
っ
た
江
戸
文
化
が
爛
熟
し
た
の
で
あ
る
。

文
化
文
政
は
宝
暦
～
天
明
に
続
く
時
代
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
価
値
か
ら
い
え
ば
、

十
八
世
紀
半
ば
の
宝
暦
～
天
明
期
こ
そ
が
、
新
た
な
江
戸
文
化
と
し
て
特
筆
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、「
歴
史
の
教
科
書
の
記
述
は
早
急
に
書
き

改
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
」
と
ま
で
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
し
て
い
る
。
二
〇
一

二
年
検
定
の
『
詳
説
』
に
「
宝
暦
・
天
明
期
の
文
化
」
と
い
う
項
目
が
加
え
ら

れ
た
の
は
、
中
野
や
岩
田
の
主
張
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。中

野
や
岩
田
は
、
近
代
に
つ
な
が
る
要
素
だ
け
が
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た

従
来
の
視
点
を
改
め
て
、
江
戸
の
人
々
の
視
点
に
立
ち
返
っ
て
江
戸
文
化
を
と

ら
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
中
野
は
雅
と
俗
の
融
和
に
江
戸
文
化
の
成
熟
を
見
よ

う
と
す
る
。「
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、「
雅
」
な
る
も
の
の
特
色
は
品
格
に
あ

り
、「
俗
」
な
る
も
の
の
特
色
は
人
情
味
、
暖
か
さ
に
あ
る
と
規
定
し
え
た
と

し
て
、
さ
て
そ
の
上
で
、「
雅
俗
融
和
」
と
は
、
品
格
を
重
ん
ず
る
「
雅
」
の

中
に
あ
っ
て
、
な
お
人
肌
の
暖
か
さ
が
備
わ
り
、
人
情
味
豊
か
な
「
俗
」
中
に

あ
っ
て
な
お
凛
然
た
る
品
格
が
保
た
れ
る
も
の
と
い
え
ば
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
「
雅
俗
融
和
」
の
文
化
こ
そ
が
十
八
世
紀
の
も
っ
と
も
近
世
ら
し

く
成
熟
し
た
文
化
で
あ
る
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
日
本
文
化
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
考
慮
し
た
上
で
、
十
八
世
紀
後
半
の
戯
作
文
学
を

高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

十
八
世
紀
後
半
の
宝
暦
～
天
明
期
を
十
九
世
紀
に
入
っ
た
化
政
期
よ
り
高
く

評
価
す
べ
き
と
す
る
時
代
認
識
は
、
美
術
史
の
立
場
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
。
中

野
や
岩
田
は
、
宝
暦
～
天
明
期
の
雅
と
俗
が
融
和
す
る
重
層
性
を
評
価
し
て
い

る
が
、
美
術
に
お
い
て
も
、
京
都
で
は
応
挙
の
写
実
画
風
、
若
冲
の
独
特
の
濃

密
表
現
、
蕪
村
の
俳
画
に
見
る
軽
や
か
さ
な
ど
様
々
な
画
風
が
競
い
合
い
、
江

戸
で
は
春
信
の
清
楚
な
美
少
女
か
ら
歌
麿
の
妖
艶
な
美
人
ま
で
、
実
に
多
彩
な

錦
絵
が
咲
き
誇
っ
て
い
た
。
主
に
江
戸
を
舞
台
に
展
開
し
た
司
馬
江
漢
や
小
田

野
直
武
ら
の
洋
風
画
を
こ
れ
に
加
え
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
上
方
と

江
戸
の
二
都
に
お
い
て
と
も
に
重
層
的
な
展
開
を
見
た
こ
と
は
、
他
の
時
代
に

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
学
に
お
け
る
表
現
ス
タ

イ
ル
の
多
様
性
と
、
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
後
期
の
美
術
と
文
学
の
盛
衰
は
、
と
も
に
十
八
世
紀
後
半
を
ピ
ー

ク
と
す
る
放
物
線
を
描
く
点
で
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
文
化
の
両

輪
と
い
う
べ
き
美
術
と
文
学
の
ピ
ー
ク
が
と
も
に
宝
暦
～
天
明
期
で
あ
る
な
ら

ば
、
化
政
文
化
と
い
う
文
化
史
の
時
代
区
分
の
有
用
性
に
は
ま
す
ま
す
大
き
な

疑
問
符
が
つ
い
て
し
ま
う
。
そ
も
そ
も
「
化
政
文
化
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

い
か
な
る
経
緯
で
使
わ
れ
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
詳
し
く
検
討
し
て
み

よ
う
。《

明
治
時
代
の
教
科
書
》

筆
者
が
確
認
で
き
た
最
初
期
の
日
本
史
教
科
書
は
、
明
治
5
年
（
一
八
七
二
）

の
『
史
略
』
や
明
治
8
年
の
『
日
本
略
史
』
な
ど
の
文
部
省
の
編
纂
に
な
る
も

の
で
あ
る
。
と
も
に
歴
代
天
皇
の
事
績
を
中
心
に
、
頼
朝
や
秀
吉
と
い
っ
た
権

力
者
の
伝
記
を
並
べ
る
読
物
風
で
、
文
化
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。



78

文
化
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
古
い
例
は
、
明
治
15
年
（
一
八
八
二
）
に

大
槻
文
彦
が
著
し
た
『
校
正
日
本
小
史
』
あ
た
り
か
と
思
わ
れ
る
。
大
槻
は
初

の
近
代
的
な
国
語
辞
典
で
あ
る
『
言
海
』
を
著
し
た
著
名
な
国
語
学
者
で
あ
る
。

こ
の
教
科
書
が
江
戸
時
代
の
文
化
に
つ
い
て
記
す
の
は
、「
綱
吉
ノ
政　

文
学

盛
ニ
興
ル
」、「
和
学
及
ビ
尊
王
ノ
説
起
ル
」、「
蘭
学
及
ビ
海
防
ノ
説
起
ル
」、

「
文
化
文
政
ノ
政
」
と
い
う
四
つ
の
項
目
で
、
時
代
区
分
と
し
て
は
、
綱
吉
の

時
代
す
な
わ
ち
元
禄
時
代
と
文
化
文
政
年
間
の
二
つ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

早
く
も
明
治
15
年
の
時
点
で
、
元
禄
と
化
政
を
ピ
ー
ク
と
見
る
江
戸
文
化
史
観

（
以
後
「
典
型
」
と
呼
ぶ
）
が
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
天
心
が
美
術
作
品
の
調
査
に
着
手
す
る
の
は
前
年
の
明

治
14
年
（
一
八
八
一
）
の
こ
と
な
の
で
、
日
本
美
術
史
は
ま
だ
姿
を
現
し
て
い

な
い
頃
で
あ
る
。
大
槻
に
は
江
戸
時
代
の
美
術
に
関
す
る
知
識
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
は
ず
で
、
文
化
関
係
の
具
体
的
な
人
名
は
、「
綱
吉
ノ
政　

文
学
盛
ニ

興
ル
」
の
項
に
芭
蕉
の
名
が
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。「
文
化
文
政
ノ
政
」
の
項

に
は
、「
国
内
甚
ダ
無
事
ニ
シ
テ
文
学
技
芸
ノ
道
モ
、
亦
殊
ニ
盛
ニ
行
ハ
レ
、

世
上
実
二
太
平
ノ
状
ヲ
極
ム
（
中
略
）
コ
レ
ヲ
文
化
文
政
ノ
太
平
ト
イ
フ
」
と

い
う
記
述
が
あ
り
、
明
治
15
年
に
お
い
て
、
文
化
文
政
年
間
は
太
平
の
世
で
あ

り
、
文
学
技
芸
が
盛
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

天
心
が
東
京
美
術
学
校
で
講
義
を
始
め
る
の
は
明
治
23
年
（
一
八
九
〇
）
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
講
義
録
『
日
本
美
術
史
』
に
つ
い
て
は
前
稿
（
一
）
で
触

れ
た
が
、
天
心
は
室
町
時
代
以
降
を
四
期
に
分
け
、
第
一
期
東
山
時
代
、
第
二

期
豊
臣
時
代
、
第
三
期
寛
永
時
代
、
第
四
期
寛
政
時
代
と
し
て
い
た
。
す
な
わ

ち
江
戸
時
代
の
美
術
の
ピ
ー
ク
を
、
寛
永
年
間
と
寛
政
年
間
に
見
た
の
で
あ
る
。

ま
だ
二
〇
代
の
天
心
が
、
ほ
ん
の
数
年
間
の
調
査
研
究
で
導
き
出
し
た
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
実
に
卓
見
で
あ
る
と
感
服
す
る
。
寛
永
時
代
を
代
表
す
る
絵
師

と
し
て
探
幽
・
常
信
・
一
蝶
・
光
琳
を
挙
げ
て
い
る
の
で
、
光
琳
が
活
躍
し
た

元
禄
時
代
ま
で
含
め
た
広
義
の
時
代
区
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
元
禄
で

は
な
く
寛
永
を
冠
し
た
と
こ
ろ
が
見
識
で
あ
ろ
う
。

天
心
は
四
つ
の
時
代
区
分
を
示
し
た
後
に
、「
寛
政
の
後
、
文
化
文
政
の
頃

に
い
た
り
て
、
文
晁
、
抱
一
等
を
出
だ
し
、
ま
た
盛
時
の
観
あ
り
と
い
え
ど
も
、

抱
一
が
光
琳
を
学
ぶ
が
ご
と
き
、
も
と
も
と
復
古
に
す
ぎ
ず
。
四
条
派
は
応
挙

の
趣
き
を
保
続
す
る
の
み
、
別
に
一
期
を
設
く
る
の
必
要
な
し
」
と
述
べ
て
お

り
、
十
八
世
紀
末
の
寛
政
年
間
を
重
視
し
、
十
九
世
紀
初
頭
の
文
化
・
文
政
年

間
を
軽
く
見
る
史
観
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
卓
見
で
あ
る
。
こ
の
天
心

の
見
解
は
初
め
て
世
に
現
れ
た
江
戸
絵
画
史
論
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
東
京
美

術
学
校
内
で
の
講
義
で
あ
っ
て
、
書
籍
や
論
文
が
刊
行
さ
れ
て
す
ぐ
世
に
広

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

日
本
史
教
科
書
の
検
討
に
立
ち
戻
る
と
、
明
治
24
年
（
一
八
九
一
）
の
荻
野

由
之
『
中
等
教
育　

日
本
歴
史
』（
博
文
館
）
に
具
体
的
な
文
化
の
記
述
は
な
い
。

「
堀
田
正
俊
綱
吉
ヲ
擁
立
ス
」
と
い
う
元
禄
頃
の
項
目
に
儒
学
興
隆
の
こ
と
が

記
さ
れ
、
後
半
に
は
「
文
化
文
政
ノ
極
治
」
と
い
う
項
目
が
置
か
れ
て
お
り
、

大
槻
の
打
ち
出
し
た
典
型
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
法
制
史
の
専

門
家
で
あ
る
荻
野
は
、
美
術
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
一
八
世

紀
後
半
の
い
わ
ゆ
る
田
沼
時
代
の
項
目
は
「
明
和
安
永
の
弊
政
」
と
さ
れ
て
お

り
、
元
禄
と
化
政
に
挟
ま
れ
た
谷
間
の
時
代
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

明
治
26
年
（
一
八
九
三
）
の
新
保
磐
次
『
日
本
史
要
（
下
）』（
金
港
堂
書
籍
）
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は
、
江
戸
文
化
を
「
徳
川
氏
繁
昌
ノ
世
一
」、「
徳
川
氏
繁
昌
ノ
世
二
」、「
徳
川

氏
衰
弱
ノ
世
」
の
三
つ
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。「
徳
川
氏
繁
昌
ノ
世
一
」
は

十
七
世
紀
前
半
を
扱
い
、
美
術
の
項
に
光
悦
と
又
兵
衛
、
技
術
の
項
に
探
幽
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
続
く
「
徳
川
氏
繁
昌
ノ
世
二
」
は
十
七
世
紀
後
半
を
扱
い
、

や
は
り
技
術
の
項
で
菱
川
師
宣
と
鳥
居
清
信
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

十
七
世
紀
前
半
の
江
戸
時
代
初
期
を
、
世
紀
後
半
の
元
禄
と
分
け
て
論
ず
る

か
ど
う
か
は
教
科
書
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
、
こ
の
新
保
の
教
科
書
は
、
十

七
世
紀
の
前
半
と
後
半
を
分
け
た
初
期
の
例
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
三
項
目
目

の
「
徳
川
氏
衰
弱
ノ
世
」
は
江
戸
時
代
後
半
を
扱
っ
て
お
り
、
人
物
の
項
に
「
画

工
ニ
ハ
文
晁
最
著
シ
、
浮
世
絵
師
ニ
ハ
北
斎
豊
国
ア
リ
。
北
斎
の
絵
ハ
西
洋
人

最
称
ス
ル
所
ナ
リ
。
其
ノ
他
応
挙
ハ
写
生
二
長
ジ
司
馬
江
漢
ハ
我
ガ
国
洋
画
師

ノ
始
メ
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
文
晁
・
北
斎
・
応
挙
・
江
漢
の
四
人
は
、
明

治
の
こ
ろ
か
ら
そ
の
西
洋
画
的
な
写
実
性
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

明
治
27
年
（
一
八
九
四
）
の
田
中
稲
城
・
赤
堀
又
二
郎
『
中
等
教
科
日
本
歴

史
』（
文
学
社
）
で
は
江
戸
文
化
を
分
割
せ
ず
に
、
一
括
し
て
述
べ
る
方
式
を

と
っ
て
い
る
。
こ
の
一
括
ス
タ
イ
ル
は
、
と
く
に
大
正
時
代
中
期
以
降
の
教
科

書
に
し
ば
し
ば
見
か
け
る
よ
う
に
な
る
。

明
治
30
年
（
一
八
九
七
）
の
藤
岡
作
太
郎
『
国
史
綱
』（
錦
光
館
）
は
重
要

な
意
味
を
持
つ
教
科
書
で
あ
る
。
藤
岡
は
帝
国
大
学
文
科
の
出
身
で
、
明
治
33

年
（
一
九
〇
〇
）
か
ら
帝
国
大
学
助
教
授
と
し
て
日
本
文
学
史
を
講
じ
た
碩
学

で
あ
る
が
、
美
術
に
も
造
詣
が
深
く
、
明
治
36
年
（
一
九
〇
三
）
に
は
美
術
史

の
専
門
書
で
あ
る
『
近
世
絵
画
史
』
を
上
梓
し
て
い
る
（
後
述
）。
こ
の
『
国

史
綱
』
で
も
文
化
に
か
な
り
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は

「
風
俗
の
変
遷
」
と
い
う
項
目
で
「
寛
永
風
」
と
「
元
禄
風
」
を
分
け
て
論
じ

て
い
る
こ
と
と
、「
寛
政
前
後
の
文
学
技
芸
」
と
い
う
項
目
を
立
て
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
後
者
に
は
「
美
術
は
政
事
よ
り
も
少
し
く
後
れ
て
盛
な
る
も
の
な

り
」
と
い
う
本
質
を
突
い
た
記
述
が
あ
り
、
池
大
雅
、
祇
園
南
海
、
柳
里
恭
（
柳

沢
淇
園
）、
円
山
応
挙
、
谷
文
晁
、
司
馬
江
漢
、
喜
多
川
歌
麿
、
歌
川
豊
国
、

葛
飾
北
斎
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
祇
園
南
海
（
一
六
七
六
‐
一
七
五
一
）
や
柳

沢
淇
園
（
一
七
〇
三
‐
五
八
）
か
ら
、
豊
国
（
一
七
六
九
‐
一
八
二
五
）
や
北

斎
（
一
七
六
〇
‐
一
八
四
九
）
ま
で
含
ん
だ
こ
の
リ
ス
ト
は
、「
寛
政
前
後
の

文
学
技
芸
」
と
い
う
こ
の
項
目
が
江
戸
後
期
の
文
化
全
般
を
扱
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
藤
岡
は
「
寛
政
前
後
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
美

術
に
造
詣
が
深
か
っ
た
藤
岡
は
、
寛
政
年
間
を
重
視
す
る
天
心
の
江
戸
美
術
観

を
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
く
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

明
治
31
年
（
一
八
九
八
）
の
芳
賀
矢
一
『
修
正
新
撰
帝
国
史
要
』（
冨
山
房
）

は
文
化
を
扱
う
項
目
を
立
て
て
い
な
い
が
、「
綱
吉
の
治
世
」
と
「
家
斉
の
末

年
」
と
い
う
項
目
の
中
に
江
戸
文
化
の
記
述
を
組
み
込
ん
で
お
り
、
元
禄
と
化

政
を
重
視
す
る
大
槻
の
典
型
を
引
き
継
い
で
い
る
。
こ
の
あ
た
り
で
典
型
が
ま

さ
に
典
型
と
し
て
確
立
し
た
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。
芳
賀
も
帝
国
大
学
文
科
の

卒
業
で
、
藤
岡
の
先
輩
と
し
て
一
足
早
く
帝
国
大
学
教
授
と
な
っ
て
国
文
学
研

究
の
基
礎
を
築
い
た
大
物
で
あ
る
が
、
美
術
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
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《
二
〇
世
紀
初
頭
の
三
つ
の
著
作
》

二
〇
世
紀
の
初
頭
に
は
三
つ
の
重
要
な
著
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
明
治
34

年
（
一
九
〇
一
）
の
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』（
農
商
務
省
）、
明
治
36
年

（
一
九
〇
三
）
の
藤
岡
作
太
郎
『
近
世
絵
画
史
』（
金
港
堂
書
籍
）、
そ
れ
に
大

正
2
年
（
一
九
一
二
）
の
黒
板
勝
美
『
国
史
の
研
究　

各
説
の
部
』（
文
会
堂

書
店
）
で
あ
る
。

ま
ず
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
は
、
東
京
美
術
学
校
を
追
わ
れ
た
天
心

の
後
を
引
き
継
い
だ
福
地
復
一
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
し
た
初
め
て
の
日
本
美

術
史
の
概
説
書
、
し
か
も
公
的
な
概
説
書
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
国

博
覧
会
に
際
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
出
版
さ
れ
、
翌
年
に
日
本
語
版
が
出
版
さ
れ

て
い
る
。
図
版
を
豊
富
に
使
っ
た
か
な
り
詳
し
い
概
説
書
で
、
刊
行
後
は
大
き

な
影
響
力
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
は
第
三
編
「
足
利
氏
幕
政
時
代

よ
り
徳
川
氏
幕
政
時
代
に
至
る
ま
で
の
美
術
の
変
遷
」
の
第
三
章
「
徳
川
氏
幕

政
時
代
」
で
論
じ
ら
れ
る
が
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
を
一
続
き
と
見

る
史
観
は
、
編
纂
事
業
当
初
の
責
任
者
で
あ
っ
た
天
心
を
引
き
継
ぐ
も
の
だ
ろ

う
。こ

の
第
三
章
「
徳
川
氏
幕
政
時
代
」
は
、
第
一
節
「
当
代
美
術
に
及
ぼ
せ
る

社
会
の
状
況
」、
第
二
節
「
当
代
美
術
の
変
遷
及
び
特
質
」、
第
三
節
「
絵
画
」、

第
四
節
「
彫
刻
」、
第
五
節
「
美
術
的
工
芸
」
の
五
つ
の
節
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
節
と
第
二
節
で
時
代
の
概
況
を
述
べ
、
具
体
的
な
作
品
は
ジ
ャ
ン
ル
別
に

論
じ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
前
稿
（
一
）
で
美
術
史
の
概
説
書
に
ジ
ャ

ン
ル
別
の
記
述
が
多
い
こ
と
に
触
れ
た
が
、
そ
の
先
駆
け
が
こ
の
書
で
あ
っ
た
。

第
二
節
「
当
代
美
術
の
変
遷
及
び
特
質
」
の
中
に
さ
ら
に
項
目
は
立
て
ら
れ

て
い
な
い
が
、
各
段
落
の
頭
に
「
慶
長
よ
り
凡
そ
五
六
十
年
」、「
所
謂
元
禄
時

代
」、「
享
保
よ
り
宝
暦
に
至
る
凡
そ
四
十
余
年
」、「
明
和
の
頃
よ
り
」、「
文
化

文
政
よ
り
慶
応
の
間
」
と
い
う
文
言
が
見
え
て
、
五
つ
の
時
期
に
区
分
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
三
つ
目
の
「
享
保
よ
り
宝
暦
に
至
る
凡
そ
四
十
余
年
」
は

『
詳
説
』
の
空
白
地
帯
に
当
た
る
期
間
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
ほ
ぼ
最
新
版
『
詳

説
』
と
同
じ
時
代
区
分
で
あ
る
。

記
述
の
分
量
を
み
れ
ば
、「
慶
長
よ
り
凡
そ
五
六
十
年
」
と
「
明
和
の
頃
よ

り
」
の
二
つ
の
箇
所
、
す
な
わ
ち
寛
永
年
間
と
、
明
和
年
間
か
ら
寛
政
年
間
に

か
け
て
が
、
元
禄
年
間
や
最
後
の
化
政
年
間
よ
り
充
実
し
て
い
る
。
寛
永
年
間

と
明
和
～
寛
政
年
間
を
ピ
ー
ク
と
見
る
点
で
、『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』

は
天
心
の
江
戸
美
術
観
を
引
き
継
い
で
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
当
時
の
多
く
の

教
科
書
が
採
用
し
て
い
た
典
型
と
は
異
な
る
こ
と
に
、
注
意
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

明
治
36
年
（
一
九
〇
三
）
に
出
版
さ
れ
た
藤
岡
作
太
郎
の
『
近
世
絵
画
史
』

に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
が
、
刊
行
後
百
年
以
上
を
経
た
今
日
で
も
輝
き
を
失

わ
な
い
優
れ
た
著
作
で
あ
る
。
そ
の
章
立
て
を
確
認
す
る
と
、
第
一
期
「
狩
野

全
盛　

寛
永
の
頃
を
主
と
し
て
、
つ
い
で
に
遙
か
に
そ
の
後
に
お
よ
ぶ
」、
第

二
期
「
横
流
下
行　

元
禄
の
前
後
よ
り
、
享
保
に
至
る
ま
で
の
こ
と
を
主
と
す
」、

第
三
期
「
旧
風
革
新　

享
保
以
後
、
宝
暦
を
経
、
安
永
期
を
中
心
と
し
て
、
寛

政
に
お
よ
ぶ
」、
第
四
期
「
諸
派
角
逐　

寛
政
よ
り
文
化
、
文
政
を
中
心
と
し
、

天
保
を
経
て
、
維
新
の
際
に
お
よ
ぶ
」、
第
五
期
「
内
外
融
化　

明
治
の
初
年
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よ
り
、
そ
の
三
十
五
、
六
年
頃
ま
で
の
こ
と
を
概
説
す
」
の
五
期
に
分
け
て
い

る
。
第
五
期
は
明
治
時
代
な
の
で
、
江
戸
時
代
の
区
分
は
四
つ
で
あ
る
。

『
近
世
絵
画
史
』
が
享
保
か
ら
寛
政
ま
で
の
約
百
年
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
、

『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
が
そ
の
前
半
の
や
や
停
滞
し
た
四
〇
年
を
区
分

し
た
点
を
除
け
ば
、
両
者
の
時
代
区
分
は
ほ
ぼ
重
な
り
、
そ
れ
は
最
新
版
『
詳

説
』
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
二
十
世
紀
初
頭
の
段
階
で
、
十
八
世
紀
後
半
を
き

ち
ん
と
評
価
す
る
著
作
が
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
『
近
世
絵
画
史
』
は
各
項
目
の
記
述
も
詳
し
く
、
美
術
史
の
専
門
書
と

い
う
に
恥
じ
な
い
。
残
念
な
こ
と
に
藤
岡
は
、
明
治
43
年
（
一
九
一
〇
）
に
四

一
歳
と
い
う
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
う
。
文
学
史
に
も
美
術
史
に
も
明

る
く
、
教
科
書
を
執
筆
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
藤
岡
が
帝
大
教
授
と
し
て
長
く
活

躍
し
続
け
て
い
た
ら
、
そ
の
後
の
日
本
史
教
科
書
の
文
化
の
記
述
は
違
っ
た
展

開
を
見
せ
て
い
た
だ
ろ
う
。

大
正
2
年
（
一
九
一
二
）
出
版
の
『
国
史
の
研
究　

各
説
の
部
』
は
、
当
時

の
学
会
の
権
威
で
あ
る
東
京
帝
国
大
学
国
史
学
科
教
授
黒
板
勝
美
の
代
表
的
な

著
作
で
あ
る
。
明
治
41
年
（
一
九
〇
八
）
の
『
国
史
の
研
究
』（
文
会
堂
）
の

続
編
で
あ
り
、
当
時
の
日
本
史
研
究
の
水
準
を
示
す
大
著
で
あ
る
。
黒
板
は
ま

ず
『
国
史
の
研
究
』
に
お
い
て
研
究
の
方
法
論
を
示
し
、
四
年
後
の
『
各
説
の

部
』
で
時
系
列
に
従
っ
た
概
説
に
挑
ん
だ
の
で
あ
る
。

前
稿
（
一
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
両
書
は
文
化
を
あ
ま
り
重
ん
じ
て
い
な

い
。『
各
説
の
部
』
の
江
戸
時
代
の
美
術
の
記
述
は
、「
幕
府
修
飾
期
」
と
い
う

項
の
「
画
家
に
あ
っ
て
は
狩
野
探
幽
以
来
幕
府
に
狩
野
派
の
画
所
が
出
来
た
が
、

是
に
至
っ
て
禁
裏
画
所
預
土
佐
光
起
の
門
人
住
吉
具
慶
を
江
戸
に
召
し
下
し
て

土
佐
派
絵
所
と
な
し
、
狩
野
派
と
対
立
せ
し
む
る
こ
と
と
な
っ
た
、
そ
の
他
浮

世
絵
の
流
行
、
戯
作
者
の
排
出
な
ど
当
時
の
文
芸
は
既
に
上
流
の
み
で
な
く
、

下
層
の
人
々
も
漸
く
文
芸
趣
味
を
知
っ
て
き
た
」
と
い
う
箇
所
と
、「
幕
府
極

盛
期
」
の
項
の
「
画
家
に
も
池
無
名
（
大
雅
堂
）、
円
山
応
挙
の
如
き
大
家
あ
り
、

応
挙
の
門
に
は
松
村
月
渓
別
に
四
条
派
を
創
め
、
谷
文
晁
は
殊
に
定
信
の
知
遇

を
受
け
て
文
晁
派
を
興
し
」
と
い
う
箇
所
の
み
で
あ
り
、
元
禄
と
化
政
を
重
視

す
る
典
型
を
引
き
継
い
で
い
る
。
幕
府
と
の
関
わ
り
で
住
吉
派
と
文
晁
が
特
記

さ
れ
る
一
方
、
浮
世
絵
に
関
し
て
は
北
斎
な
ど
の
具
体
的
な
人
名
は
挙
げ
ら
れ

て
い
な
い
。
美
術
と
し
て
の
価
値
よ
り
、
政
治
と
の
関
わ
り
が
重
視
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
歴
然
で
あ
る
。

黒
板
は
こ
れ
よ
り
早
い
明
治
38
年
（
一
九
〇
五
）
に
、『
日
本
歴
史
』（
吉
川

弘
文
館
）
と
い
う
教
科
書
を
執
筆
し
て
い
る
。
そ
こ
に
や
は
り
文
化
の
記
述
は

少
な
く
、「
元
禄
時
代
」
の
項
目
中
で
、
探
幽
・
光
起
・
師
宣
・
光
琳
の
四
人

に
言
及
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
何
と
言
っ
て
も
帝
大
の
国
史
研
究
の
中
心
に
い

た
人
物
だ
け
に
、
黒
板
の
執
筆
し
た
教
科
書
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

以
上
の
明
治
時
代
の
状
況
を
ま
と
め
る
と
、
初
期
の
教
科
書
に
文
化
の
記
述

は
な
か
っ
た
こ
と
、
明
治
15
年
（
一
八
八
二
）
の
大
槻
文
彦
の
教
科
書
あ
た
り

か
ら
文
化
に
関
す
る
記
述
が
始
ま
る
が
、
そ
こ
に
美
術
に
関
す
る
言
及
は
な

か
っ
た
こ
と
、
同
教
科
書
で
は
元
禄
と
化
政
が
文
化
面
で
特
別
な
時
代
と
さ
れ

た
こ
と
、
そ
れ
は
ま
だ
美
術
史
の
研
究
が
始
ま
る
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
、

岡
倉
天
心
の
『
日
本
美
術
史
』
に
は
寛
永
年
間
と
寛
政
年
間
を
重
視
す
る
史
観

が
見
ら
れ
る
こ
と
、
天
心
の
江
戸
美
術
観
は
『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
や
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藤
岡
作
太
郎
の
『
近
世
絵
画
史
』
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
、
一
方
元
禄
と
化
政

に
ピ
ー
ク
を
見
る
典
型
は
荻
野
由
之
や
芳
賀
矢
一
に
受
け
継
が
れ
、
学
会
の
重

鎮
で
あ
る
黒
板
勝
美
の
大
著
に
も
採
用
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
で
き
る
だ

ろ
う
。

美
術
史
の
研
究
が
本
格
化
す
る
前
に
、
泰
平
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
理
由
で

元
禄
年
間
と
文
化
文
政
年
間
を
特
別
視
す
る
史
観
が
出
来
上
が
り
、
大
物
研
究

者
た
ち
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
そ
の
後
天
心
に
よ
っ
て
美

術
史
学
の
基
礎
が
固
ま
り
、
藤
岡
の
『
近
世
絵
画
史
』
の
よ
う
な
十
八
世
紀
後

半
に
目
配
り
し
た
書
物
も
刊
行
さ
れ
た
の
だ
が
、
歴
史
学
・
文
学
史
・
美
術
史

の
三
者
を
つ
な
ぐ
存
在
に
な
り
え
た
藤
岡
が
夭
折
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
教
科
書
の
軌
道
を
修
正
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

《
大
正
～
昭
和
戦
前
期
の
教
科
書
》

引
き
続
い
て
、
大
正
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
教
科
書
を
検
証
し
よ
う
。

ま
ず
典
型
に
分
類
さ
れ
る
も
の
に
、
大
正
5
年
（
一
九
一
六
）
の
辻
善
之
助

『
重
修
新
編
国
史
教
科
書
』（
金
港
堂
）
が
あ
る
。
辻
は
東
京
帝
国
大
学
国
史
科

を
卒
業
後
に
同
大
学
史
料
編
纂
掛
に
入
所
、
後
に
東
京
帝
大
教
授
を
務
め
る
な

ど
、
3
年
先
輩
の
黒
板
と
と
も
に
戦
前
の
史
学
会
を
牽
引
し
た
大
物
で
あ
る
。

こ
の
辻
の
教
科
書
の
江
戸
文
化
の
記
述
は
ま
さ
に
典
型
で
あ
り
、「
元
禄
時
代
」

の
項
に
狩
野
探
幽
・
土
佐
光
起
・
住
吉
具
慶
・
尾
形
光
琳
・
菱
川
師
宣
・
宮
川

長
春
・
岩
佐
又
兵
衛
・
英
一
蝶
の
名
を
挙
げ
、「
文
化
文
政
並
天
保
時
代
」
の

項
に
円
山
応
挙
・
谷
文
晁
・
葛
飾
北
斎
・
歌
川
豊
国
を
列
挙
し
て
い
る
。「
田

沼
時
代
」
の
項
に
は
「
人
民
大
に
苦
し
む
」
の
文
言
が
あ
る
ば
か
り
で
、
文
化

の
記
述
は
な
い
。

大
正
中
期
以
降
に
な
る
と
、
江
戸
文
化
を
区
分
せ
ず
に
一
括
し
て
記
述
す
る

タ
イ
プ
が
主
流
に
な
っ
て
く
る
。
大
正
6
年
（
一
九
一
七
）
の
藤
岡
継
平
『
統

一
中
等
歴
史
教
科
書
』（
六
盟
館
）、
大
正
10
年
（
一
九
二
一
）
の
峯
岸
米
造
『
中

学
校
用
歴
史
教
科
書
日
本
歴
史
』（
六
盟
館
）、
大
正
11
年
（
一
九
二
二
）
の
中

村
孝
也
『
修
正
中
等
日
本
史
』（
晩
成
処
）、
大
正
14
年
（
一
九
二
五
）
の
三
省

堂
編
輯
所
『
中
等
教
科
日
本
歴
史
教
科
書
上
級
用
』（
三
省
堂
）、
芝
葛
盛
『
重

修
中
学
日
本
歴
史
』（
明
治
書
院
）、
藤
井
甚
太
郎
『
中
学
日
本
歴
史
教
科
書
』

（
瞭
文
堂
）
な
ど
、
多
く
の
教
科
書
が
江
戸
文
化
を
区
分
せ
ず
に
一
括
し
て
記

述
し
て
い
る
。

一
括
記
述
に
よ
っ
て
文
化
の
扱
い
は
軽
く
な
っ
た
の
だ
が
、
時
代
の
変
遷
を

説
明
し
や
す
く
な
っ
た
面
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
文
中
に
「
家
光
の
頃
」
や
「
元

禄
の
頃
」
と
い
っ
た
文
言
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
十
七
世
紀
の
前
半
と
後
半

を
、
区
別
し
て
論
じ
や
す
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
教
科
書
は
江
戸
時
代

初
期
を
「
家
光
の
頃
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
昭
和
2
年
（
一
九
二
七
）
の
中
村

孝
也
『
再
修
中
等
日
本
史
』（
晩
成
処
）
で
は
「
寛
永
の
頃
」
と
し
て
い
る
。

江
戸
後
期
に
つ
い
て
は
「
家
斉
の
頃
」
あ
る
い
は
「
文
化
文
政
の
頃
」
と
呼

ぶ
教
科
書
が
多
く
、「
化
政
文
化
」
と
い
う
語
は
ま
だ
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、

全
体
と
し
て
は
典
型
の
範
囲
に
収
ま
っ
て
い
る
。

江
戸
文
化
の
一
括
記
述
は
、
美
術
史
の
概
説
書
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。『
稿
本
日
本
帝
国
美
術
略
史
』
以
降
、
日
本
美
術
史
の
概
説
書

は
な
か
な
か
現
れ
な
か
っ
た
が
、
大
正
年
間
に
な
る
と
、
大
正
3
年
（
一
九
一
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四
）
の
黒
田
鵬
心
『
日
本
美
術
史
講
話
』（
星
文
館
）、
大
正
5
年
の
原
貫
之
助

『
日
本
美
術
史
教
科
書
』（
目
黒
書
店
）、
大
正
7
年
の
我
妻
栄
吉
『
日
本
美
術

史
概
要
』（
岩
田
遷
太
郎
）
な
ど
、
日
本
美
術
史
概
説
書
の
刊
行
が
相
次
い
だ
。

そ
れ
ら
は
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
の
別
は
も
ち
ろ
ん
、
絵
画
に
つ
い
て
は
さ
ら
に

狩
野
派
、
南
画
、
浮
世
絵
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
別
・
流
派
別
に
記
述
す
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
、
江
戸
文
化
を
輪
切
り
に
し
て
時
代
ご
と
の
特
徴
を
把
握
し
よ
う

と
す
る
意
識
は
薄
か
っ
た
。
藤
岡
の
『
近
世
絵
画
史
』
が
時
代
を
区
分
し
て
い

た
の
と
は
異
な
る
記
述
法
が
主
流
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
や
流

派
別
の
記
述
は
、
昭
和
以
降
の
多
く
の
概
説
書
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
教
科
書
に
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
変
化
は
な
い
が
、

徐
々
に
文
化
の
記
述
が
減
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
昭
和
20
年
（
一
九

四
五
）
の
『
歴
史
皇
国
編
』（
中
等
学
校
教
科
書
株
式
会
社
）
で
は
、
儒
学
や

国
学
・
蘭
学
に
は
触
れ
る
も
の
の
、
美
術
や
文
学
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
言
及

が
な
い
。
文
化
な
ど
と
言
っ
て
い
る
余
裕
の
な
い
時
代
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

《
大
正
～
昭
和
戦
前
期
の
概
説
書
》

昭
和
戦
前
期
の
日
本
史
概
説
書
に
も
触
れ
て
お
こ
う
。

ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
、
昭
和
3
年
（
一
九
二
八
）
の
栗
田
元
次
『
綜
合
日

本
史
概
説　

巻
下
』（
中
文
館
書
店
）
で
あ
る
。
こ
の
概
説
書
で
は
江
戸
文
化

を
三
分
し
、
十
七
世
紀
を
「
国
民
文
化
の
興
隆
」、
十
八
世
紀
を
「
文
運
の
東
漸
」、

十
九
世
紀
を
「
江
戸
文
化
の
爛
熟
」
と
呼
ん
で
い
る
。「
文
運
の
東
漸
」
の
項

に
は
「
明
和
・
安
永
・
天
明
に
及
ん
で
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
十
八
世
紀
後

半
の
江
戸
市
中
の
文
化
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
十
八
世
紀
を
評
価
し
た

点
で
、
画
期
的
な
概
説
書
で
あ
っ
た
。

昭
和
5
年
（
一
九
三
〇
）
の
京
口
元
吉
『
日
本
史
概
説
講
義
案
』（
広
文
堂

書
店
・
早
高
堂
書
店
）
は
、「
武
家
時
代
の
絵
画
」
と
い
う
項
目
で
鎌
倉
時
代

か
ら
幕
末
ま
で
を
一
括
し
て
記
述
す
る
独
自
の
構
成
だ
が
、
江
戸
時
代
に
つ
い

て
は
や
は
り
「
江
戸
時
代
初
期
」、「
元
禄
時
代
」、「
明
和
・
安
永
・
天
明
」、「
文

化
・
文
政
・
天
保
」
の
四
つ
に
区
切
っ
て
い
る
。

こ
の
二
書
は
、
歴
史
学
に
お
い
て
も
十
八
世
紀
後
半
の
文
化
が
評
価
さ
れ
始

め
て
い
る
状
況
を
示
す
例
で
あ
る
が
、
昭
和
15
年
（
一
九
四
〇
）
の
川
上
多
助

『
日
本
歴
史
概
説
（
下
）』（
岩
波
書
店
）
で
は
、
元
禄
と
化
政
を
ピ
ー
ク
と
み

る
典
型
に
戻
っ
て
い
る
。

概
説
書
執
筆
者
の
履
歴
を
見
る
と
、
栗
田
元
次
は
東
京
帝
国
大
学
国
史
学
科

を
卒
業
し
た
黒
板
や
辻
の
後
輩
だ
が
、
近
世
史
を
専
門
に
し
て
い
た
。
京
口
元

吉
は
早
稲
田
大
学
文
学
部
史
学
科
の
出
身
で
、
や
は
り
近
世
史
が
専
門
で
あ
る
。

近
世
史
の
専
門
家
に
は
、
十
八
世
紀
後
半
の
文
化
の
重
要
性
が
見
え
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

一
方
、
黒
板
勝
美
は
古
代
史
、
辻
善
之
助
は
仏
教
史
、
川
上
多
助
は
平
安
朝

史
が
専
門
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
史
学
会
を
リ
ー
ド
し
た
坂
本
太
郎
な
ど
も
含
め
、

日
本
史
概
説
書
の
執
筆
者
に
は
古
代
を
専
門
に
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
彼
ら
に

と
っ
て
江
戸
文
化
は
も
っ
と
も
専
門
か
ら
遠
い
分
野
で
あ
り
、
そ
の
記
述
に
当

た
っ
て
、
大
槻
文
彦
や
芳
賀
矢
一
と
い
っ
た
名
だ
た
る
先
輩
が
創
始
し
た
典
型

を
踏
襲
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
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《
戦
後
の
概
説
書
》

戦
後
ま
も
な
く
日
本
史
概
説
書
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
九

四
九
年
に
豊
田
武
『
概
説
日
本
歴
史
』（
大
阪
教
育
図
書
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

豊
田
は
中
世
商
業
史
を
専
門
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
書
で
は
江
戸
時
代
前
期
の

文
化
を
「
興
隆
期
の
文
化
」、
後
期
を
「
江
戸
文
化
の
爛
熟
」
と
二
分
し
て
論

じ
て
お
り
、
や
は
り
典
型
を
引
き
継
い
で
い
る
。

一
九
五
〇
年
の
原
田
伴
彦
『
日
本
史
概
説
（
下
）』（SK
JK

）
は
文
化
を
一

括
論
述
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
原
田
は
新
聞
社
勤
務
な
ど
を
経
て
、
大
阪
市
立

大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
っ
た
研
究
者
で
、
被
差
別
部
落
史
を
専
門
に
し
て
い
た
。

こ
の
書
で
は
第
23
章
「
町
人
社
会
」
の
後
半
が
文
化
の
記
述
に
あ
て
ら
れ
、
前

期
の
京
阪
文
化
と
後
期
の
江
戸
文
化
が
対
比
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

い
う
京
阪
文
化
は
元
禄
文
化
の
こ
と
、
後
者
の
江
戸
文
化
と
は
江
戸
市
中
の
文

化
の
こ
と
で
、「
十
八
世
紀
中
葉
の
明
和
安
永
の
頃
よ
り
十
九
世
紀
初
頭
の
文

化
文
政
に
至
る
時
代
は
文
字
通
り
江
戸
文
化
が
さ
ん
然
た
る
光
を
放
っ
た
と

き
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
十
八
世
紀
後
半
が
肯
定
的
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

「
も
ち
ろ
ん
江
戸
後
期
に
入
っ
て
も
、
上
方
文
化
が
衰
え
た
わ
け
で
は
な
い
」

と
し
な
が
ら
も
、
文
化
の
中
心
が
上
方
か
ら
江
戸
に
移
っ
た
と
い
う
図
式
で
あ

る
。
江
戸
文
化
全
体
を
二
分
し
て
論
ず
る
点
で
は
典
型
を
引
き
継
ぐ
が
、
十
八

世
紀
後
半
を
評
価
す
る
点
で
は
典
型
を
改
良
し
て
い
る
。

一
九
五
一
年
に
は
坂
本
太
郎
が
『
日
本
史
概
説
下
巻
』（
至
文
堂
）
を
出
版

し
て
い
る
。
坂
本
は
教
授
と
し
て
戦
後
の
東
大
国
史
学
科
再
建
に
尽
力
し
た
大

物
研
究
者
で
、
古
代
史
が
専
門
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
も
基
本
的
に
は
典
型
を
踏

襲
し
て
お
り
、
第
五
篇
近
世
の
第
三
章
「
国
民
文
化
の
興
隆
」
で
元
禄
時
代
を

中
心
と
す
る
前
期
の
文
化
、
第
四
章
「
封
建
社
会
の
動
揺
」
の
中
で
後
期
の
文

化
を
扱
っ
て
い
る
。
十
八
世
紀
の
文
芸
に
関
し
て
は
「
文
芸
の
盛
期
は
前
代
の

元
禄
時
代
に
あ
り
、
こ
の
期
に
入
る
と
爛
熟
・
頽
廃
の
相
を
呈
し
た
」
と
や
や

否
定
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
が
、
浮
世
絵
に
関
し
て
は
「
天
明
・
寛
政
期
に

勝
川
春
章
・
鳥
居
清
長
・
喜
多
川
歌
麿
・
鳥
文
斎
英
之
・
東
洲
斎
写
楽
等
の
名

手
が
出
て
錦
絵
黄
金
時
代
を
迎
え
た
」
と
述
べ
て
、
十
八
世
紀
後
半
を
評
価
し

て
い
る
。
や
は
り
典
型
の
改
良
型
と
い
え
よ
う
。

一
九
五
三
年
の
石
井
良
助
『
日
本
史
概
説
』（
創
文
社
）
は
、
個
人
の
執
筆

に
よ
る
概
説
書
の
掉
尾
を
飾
る
一
冊
で
あ
る
。
前
稿
（
一
）
で
石
井
が
東
大
法

学
部
出
身
の
法
制
史
の
専
門
家
で
あ
る
こ
と
と
、
東
山
文
化
に
関
す
る
こ
の
書

の
ユ
ニ
ー
ク
な
定
義
を
紹
介
し
た
が
、
近
世
文
化
に
関
し
て
も
、
石
井
は
一
家

言
を
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
「
桃
山
文
化
よ
り
元
禄
文
化
へ
」
と
い
う
項
目

を
置
い
て
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
の
百
年
余
を
一
括
し
て
論
じ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
石
井
は
、
江
戸
後
期
を
「
田
沼
時
代
」
と
「
化
政
時
代
」
に
分
け
て

論
述
し
て
い
る
。
戦
前
の
栗
田
元
次
の
概
説
書
を
受
け
継
ぐ
時
代
区
分
で
あ
る
。

「
田
沼
時
代
」
に
は
「
安
永
文
化
期
の
文
化
」
と
い
う
小
項
目
を
置
い
て
、「
江

戸
時
代
後
半
期
の
文
化
は
、
文
化
文
政
時
代
に
爛
熟
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
の

時
期
に
代
表
さ
れ
る
も
の
と
し
、
こ
れ
を
文
化
文
政
期
の
文
化
、
略
し
て
化
政

期
の
文
化
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
後
半
期
の
文
化
全

般
に
着
眼
す
る
と
き
は
、
む
し
ろ
、
そ
の
全
盛
期
は
、
安
永
よ
り
文
化
に
か
け

て
の
、
四
十
五
年
間
に
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
宝
暦
、
明
和
の
二
十
九
年
間
は
、



日本史教科書の美術史（二）──江戸文化の時代区分の検討──

85

正
徳
享
保
と
と
も
に
元
禄
文
化
よ
り
安
永
文
化
期
の
文
化
に
移
る
過
渡
期
、
文

政
以
後
の
四
十
年
は
、
安
永
文
化
期
の
文
化
の
頽
廃
期
と
し
て
観
察
す
べ
き
」

と
い
う
卓
抜
な
見
解
を
披
露
し
て
い
る
。
十
八
世
紀
後
半
と
十
九
世
紀
を
分
け

た
こ
と
と
、
十
八
世
紀
後
半
こ
そ
が
江
戸
文
化
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
と
い
う
図
式

を
示
し
た
点
で
、
実
に
画
期
的
な
概
説
書
で
あ
っ
た
。

こ
の
石
井
の
著
作
以
降
、
日
本
史
概
説
書
は
分
担
執
筆
の
時
代
に
入
る
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
一
九
六
一
年
に
東
京
大
学
出
版
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
日

本
史
概
説
』
で
、
東
大
教
養
学
部
日
本
研
究
室
の
9
名
に
よ
る
分
担
執
筆
で

あ
っ
た
。
児
玉
彰
三
郎
が
担
当
し
た
江
戸
時
代
の
文
化
は
、「
近
世
」
の
第
二

章
第
六
節
「
学
問
の
発
達
と
元
禄
文
化
」
と
第
三
章
第
五
節
「
江
戸
後
期
の
町

人
文
化
」
に
分
け
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
後
者
に
は
「
そ
の
頂
点
に
達
し
た
の

が
化
政
期
」
と
い
っ
た
文
言
も
見
え
る
。
分
担
執
筆
の
概
説
書
は
、
や
は
り
典

型
の
踏
襲
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
戦
後
間
も
な
く
の
概
説
書
を
振
り
返
る
と
、
元
禄
と
化
政
を
ピ
ー
ク
と

見
る
典
型
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
、
十
八
世
紀
後
半
を
高
く
評
価
す
る
新
た
な
タ

イ
プ
に
、
二
分
さ
れ
る
状
況
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
中
で
も
石
井
良
助
の
江

戸
文
化
観
は
卓
抜
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
石
井
は
東
大
法
学
部
の
出
身
で
、
国

史
学
科
出
身
で
な
か
っ
た
か
ら
か
、
そ
の
声
は
教
科
書
の
記
述
を
変
え
る
に
は

至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

《
戦
後
の
教
科
書
》

戦
後
の
日
本
史
教
科
書
は
様
々
な
出
版
社
が
参
入
し
て
、
実
に
多
く
の
種
類

が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
幸
い
東
京
書
籍
が
運
営
す
る
東
書
文
庫
と
い
う
教
科
書

図
書
館
や
、
公
益
財
団
法
人
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
科
書
図
書
館
が
利
用

で
き
る
の
で
、
な
る
べ
く
多
く
に
当
た
ろ
う
と
努
め
た
が
、
そ
の
す
べ
て
に
目

を
通
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
山
川
出
版
社
の
も
の
を
中
心
に
、

戦
後
し
ば
ら
く
の
時
期
の
教
科
書
を
検
討
し
て
み
る
。

ま
ず
一
九
五
二
年
に
、
山
川
出
版
社
の
『
日
本
史
』（
史
学
会
編
、
代
表
＝

宝
月
圭
吾
）
と
三
省
堂
の
『
新
日
本
史
全
』（
家
永
三
郎
著
）
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
山
川
出
版
社
と
三
省
堂
は
戦
後
の
日
本
史
教
科
書
を
牽
引
し
て
い
く
出

版
社
で
あ
る
が
、
前
者
が
分
担
執
筆
、
後
者
が
個
人
に
よ
る
執
筆
で
あ
っ
た
。

た
だ
両
者
と
も
に
元
禄
と
化
政
を
江
戸
文
化
の
ピ
ー
ク
と
し
て
お
り
、
戦
前
か

ら
の
典
型
を
引
き
継
い
で
い
る
。
江
戸
後
期
に
つ
い
て
は
両
教
科
書
と
も
化
政

文
化
と
は
呼
ん
で
お
ら
ず
、「
江
戸
（
庶
民
）
文
化
の
成
熟
」
と
い
う
項
目
名

を
採
用
し
て
い
る
。

山
川
出
版
社
の
『
日
本
史
』
を
編
集
し
た
の
は
史
学
会
と
い
う
組
織
で
あ
る
。

一
八
八
九
年
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
（
現
在
の
東
京
大
学
文
学
部
）
の
史
学
科

内
に
設
置
さ
れ
た
東
大
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
牙
城
で
あ
る
。
そ
の
編
集
に
な
る

『
日
本
史
』
は
毎
年
の
よ
う
に
改
訂
を
重
ね
る
が
、
江
戸
文
化
の
記
述
は
基
本

的
に
典
型
が
続
い
た
。

『
日
本
史
』
の
七
訂
版
が
出
版
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
に
、
山
川
出
版
社
が
『
日

本
史
』
シ
リ
ー
ズ
と
並
行
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
、
し
ば
し
ば
言

及
し
て
い
る
『
詳
説
日
本
史
』
で
あ
る
。
初
版
の
著
作
者
は
宝
月
圭
吾
と
藤
木

邦
彦
。
執
筆
者
は
こ
の
2
名
の
ほ
か
に
井
上
光
貞
、
大
久
保
利
謙
、
笠
原
一
男
、

児
玉
幸
多
の
4
名
。
い
ず
れ
も
史
学
会
の
面
々
で
あ
る
。
大
久
保
は
大
久
保
利
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通
の
孫
で
6
名
の
中
で
は
最
も
年
長
、
宝
月
と
藤
木
は
東
大
国
史
研
究
室
の
教

授
、
児
玉
は
宝
月
や
藤
木
と
同
じ
世
代
だ
が
、
笠
原
と
井
上
は
一
〇
歳
ほ
ど
若

い
。『

詳
説
』
は
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
そ
れ
ま
で
の
『
日
本
史
』
シ
リ
ー
ズ

を
一
段
と
詳
し
く
し
た
教
科
書
で
、
前
稿
（
一
）
で
問
題
に
し
た
《
濃
絵
》
な

ど
の
新
た
な
用
語
を
盛
り
込
ん
で
い
た
。
こ
の
初
版
の
『
詳
説
』
は
、「
元
禄

文
化
」
と
「
江
戸
後
期
の
文
化
」
の
二
つ
の
項
目
で
江
戸
文
化
を
論
じ
て
お
り
、

や
は
り
典
型
を
踏
襲
し
て
い
る
。

『
詳
説
』
シ
リ
ー
ズ
の
典
型
踏
襲
は
し
ば
ら
く
続
く
が
、
一
九
六
五
年
版
か

ら
は
江
戸
後
期
の
文
化
を
「
化
政
文
化
」
と
表
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
多
く

の
教
科
書
は
「
文
化
文
政
期
の
文
化
」
や
「
町
人
文
化
の
爛
熟
」
と
い
っ
た
項

目
名
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
だ
が
、「
元
禄
文
化
」
と
対
照
さ
せ
る
よ

う
に
「
化
政
文
化
」
の
呼
称
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
執
筆
者
の
専
門

領
域
か
ら
判
断
す
る
に
、
近
世
担
当
で
あ
っ
た
児
玉
幸
多
の
意
見
に
よ
る
変
更

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

日
本
史
概
説
書
に
十
八
世
紀
後
半
を
高
く
評
価
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
現
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
時
の
日
本
史
教
科
書
は
保
守
的
だ
っ
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
教
科
書
と
い
う
も
の
の
性
格
上
、
急
激
な
変
更
が
難
し

い
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
ま
ず
個
別
の
研
究
論
文
が
現
れ
、
学
会
等
で
合
意
が

形
成
さ
れ
、
し
か
る
後
に
教
科
書
に
反
映
さ
れ
る
の
が
手
順
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
十
八
世
紀
後
半
の
文
化
を
重
く
見
る
史
観
は
、
ま
だ
学
会
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

《
一
九
六
八
年
の
教
科
書
》

戦
後
の
日
本
史
教
科
書
は
多
く
の
出
版
社
が
実
に
多
く
の
種
類
を
発
行
し
て

い
る
の
で
、
筆
者
が
目
を
通
し
た
も
の
に
限
っ
て
も
、
そ
の
す
べ
て
を
こ
こ
で

紹
介
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
便
法
と
し
て
一
九
六
八
年
に
発
行
さ
れ
た
教
科
書

を
例
に
と
っ
て
、
江
戸
文
化
の
記
述
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
一
九
六
八
年
は
教

科
書
に
と
っ
て
特
別
な
年
で
は
な
い
が
、
東
書
文
庫
で
11
社
14
種
類
の
多
数
を

確
認
で
き
る
こ
と
と
、
こ
の
頃
教
科
書
の
記
述
が
安
定
期
に
入
る
と
判
断
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
江
戸
文
化
を
前
期
と
後
期
に
二
分
し
て

述
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
山
川
出
版
社
か
ら
は
こ
の
年
3
種
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
①
『
改
訂
版

詳
説
日
本
史
』（
宝
月
圭
吾
・
藤
木
邦
彦
）、
②
『
改
訂
版
要
説
日
本
史
』（
宝

月
圭
吾
・
藤
木
邦
彦
）、
③
『
精
選
日
本
史
』（
児
玉
幸
多
・
笠
原
一
男
・
井
上

光
貞
）
の
3
種
で
、
江
戸
文
化
の
項
目
は
3
冊
す
べ
て
「
元
禄
文
化
」
と
「
化

政
文
化
」
と
表
記
し
て
い
る
。「
濃
絵
」
の
記
述
が
あ
る
の
は
①
の
み
で
あ
り
、

3
種
の
中
で
は
①
の
『
詳
説
』
が
も
っ
と
も
詳
し
い
内
容
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
①
と
②
で
は
俵
屋
宗
達
を
桃
山
文
化
で
扱
っ
て
い
る
こ

と
も
留
意
さ
れ
る
。

三
省
堂
か
ら
は
④
『
日
本
史
改
訂
版
』（
稲
垣
泰
彦
他
3
名
）
と
⑤
『
新
日

本
史
改
訂
版
』（
家
永
三
郎
）
の
2
種
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
典
型

タ
イ
プ
で
、
項
目
名
に
つ
い
て
④
は
前
期
を
「
元
禄
文
化
」、
後
期
を
「
文
化

の
爛
熟
と
新
し
い
学
問
・
思
想
」
と
し
、
⑤
は
「
元
禄
時
代
の
文
化
」
と
「
文
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化
文
政
時
代
の
文
化
」
と
し
て
い
る
。

残
る
9
社
は
各
一
種
の
み
を
発
行
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
江
戸
文
化
を
二
分

し
て
記
述
し
て
お
り
、
典
型
と
言
い
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
前
期
と

後
期
の
項
目
名
を
列
記
し
よ
う
。

⑥
実
教
出
版
『
高
校
日
本
史
4
訂
版
』（
西
岡
虎
之
助
）「
元
禄
文
化
」・「
町

人
文
化
の
成
熟
」

⑦
帝
国
書
院
『
高
等
学
校
新
日
本
史
』（
安
田
元
久
他
）「
元
禄
文
化
」・「
化

政
文
化
」

⑧
東
京
書
籍
『
改
訂
日
本
史
』（
風
間
泰
男
他
）「
元
禄
文
化
」・「
化
政
文
化

の
展
開
」

⑨
二
宮
書
店
『
詳
説
新
日
本
史
』（
和
歌
森
太
郎
・
芳
賀
幸
四
郎
）「
近
世
文

化
の
形
成
と
展
開
」・「
町
人
文
化
の
発
達
と
学
問
の
新
潮
流
」

⑩
自
由
書
房
『
要
説
日
本
の
歴
史
』（
竹
内
理
三
・
小
西
四
郎
）「
学
問
の
興

隆
と
町
人
文
化
の
発
達
」・「
町
人
文
化
の
爛
熟
と
新
し
い
学
問
・
思
想
」

⑪
修
文
館
『
日
本
史
改
訂
版
』（
後
藤
陽
一
・
松
岡
久
人
）「
元
禄
文
化
」・

「
化
政
文
化
の
特
色
」

⑫
好
学
社
『
新
編
高
等
学
校
日
本
史
』（
坂
本
太
郎
）「
国
民
文
化
の
興
隆
」・

「
江
戸
文
化
の
形
成
」

⑬
秀
英
出
版
『
改
訂
日
本
史
』（
藤
木
邦
彦
）「
元
禄
文
化
」・「
文
化
・
文
政

の
文
化
」

⑭
中
教
出
版
『
新
版
日
本
史
』（
豊
田
武
他
）「
元
禄
文
化
」・「
町
人
文
化
の

成
熟
と
新
し
い
思
想
」

以
上
14
種
の
う
ち
、
前
期
を
「
元
禄
文
化
」
と
表
記
す
る
の
は
11
種
、
後
期

を
「
化
政
文
化
」
と
す
る
の
は
6
種
、「
文
化
・
文
政
（
時
代
）
の
文
化
」
と

す
る
も
の
が
2
種
で
あ
る
。
江
戸
文
化
を
二
分
し
て
記
述
す
る
典
型
は
完
全
に

定
着
し
、「
元
禄
文
化
」
の
語
も
ほ
ぼ
定
着
、「
化
政
文
化
」
は
ほ
ど
ほ
ど
の
浸

透
度
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

江
戸
前
期
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
①
と
②
で
は
俵
屋
宗
達
を
元
禄
文

化
に
押
し
込
ま
ず
に
、
桃
山
文
化
の
項
で
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
⑧
の
東

京
書
籍
の
教
科
書
で
は
「
桃
山
文
化
」
の
項
に
「
桃
山
文
化
の
継
承
」
と
い
う

小
項
目
を
立
て
て
、
宗
達
や
光
悦
だ
け
で
な
く
狩
野
探
幽
や
住
吉
具
慶
ま
で
そ

こ
に
組
み
入
れ
て
い
る
。
9
年
後
の
一
九
七
七
年
の
『
詳
説
日
本
史
改
訂
版
』

（
井
上
光
貞
・
笠
原
一
男
・
児
玉
幸
多
）
に
お
い
て
、
桃
山
文
化
や
元
禄
文
化

と
は
別
に
、「
江
戸
初
期
の
文
化
」
と
い
う
小
項
目
が
立
て
ら
れ
る
の
だ
が
、

宗
達
の
扱
い
に
つ
い
て
、『
詳
説
』
執
筆
陣
が
試
行
錯
誤
し
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。

《
文
部
省
学
習
指
導
要
領
の
検
討
》

「
化
政
文
化
」
と
い
う
用
語
は
、
そ
の
よ
う
に
一
九
六
八
年
の
時
点
で
は
ま

だ
半
数
ほ
ど
の
教
科
書
し
か
採
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
当
時
の
学
習
指

導
要
領
に
は
、
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
一
九
五
六
年
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
近
世
は
「
封
建
制
度
の
完
成
と

鎖
国
」
と
、「
封
建
制
度
の
崩
壊
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
前
者
に
は
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「
町
人
の
台
頭
と
元
禄
文
化
」、
後
者
に
は
「
化
政
文
化
」
の
項
目
が
置
か
れ
て

い
る
。
戦
後
間
も
な
く
の
時
点
で
文
部
省
が
典
型
を
求
め
て
い
た
こ
と
と
、
元

禄
文
化
と
化
政
文
化
の
用
語
が
明
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
九
六
〇
年
の
学
習
指
導
要
領
に
な
る
と
、
近
世
は
「
封
建
社
会
の
確
立
と

文
化
の
興
隆
」
と
、「
封
建
社
会
の
動
揺
と
文
化
の
成
熟
」
に
分
け
ら
れ
、
前

者
に
「
文
化
の
興
隆
」、
後
期
に
「
町
人
文
化
の
成
熟
」
と
い
う
項
目
が
置
か

れ
て
い
る
。
こ
の
時
元
禄
文
化
と
化
政
文
化
の
二
つ
の
用
語
は
明
記
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
だ
が
、
先
に
分
析
し
た
一
九
六
八
年
の
14
種
の
教
科
書
は
、
こ
の

学
習
指
導
要
領
に
準
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
七
〇
年
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
近
世
は
「
近
世
文
化
の
成
立
と
展
開
」

と
い
う
標
題
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
国
内
の
統
一
と
文
化
の
形

成
」、「
幕
藩
体
制
の
成
立
と
鎖
国
」、「
産
業
経
済
の
進
展
と
元
禄
文
化
」、「
幕

政
の
推
移
と
化
政
文
化
」、「
封
建
社
会
の
動
揺
と
新
し
い
学
問
・
文
化
」、
と

い
う
5
つ
の
項
目
が
置
か
れ
て
い
る
。
元
禄
文
化
と
化
政
文
化
が
再
度
明
示
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
の
学
習
指
導
要
領
は
記
述
が
詳
し
く
、
次
の
説
明
文
も
付
さ
れ
て
い

る
。

安
土
（
あ
づ
ち
）
桃
山
時
代
の
文
化
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
宗
教
的
拘
束

か
ら
離
れ
た
新
鮮
な
文
化
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
、
国
内
の
統
一
の
進
展
と

関
連
さ
せ
な
が
ら
理
解
さ
せ
る
。
南
蛮
文
化
に
触
れ
る
。
幕
藩
体
制
の
成

立
に
つ
い
て
は
、
身
分
制
度
の
確
立
、
幕
府
と
藩
と
の
関
係
な
ど
を
取
り

扱
う
。
元
禄
文
化
に
つ
い
て
は
、
儒
学
を
中
心
と
す
る
学
問
の
発
達
や
上

方
を
中
心
と
す
る
町
人
文
化
の
興
隆
を
、
経
済
の
発
展
や
社
会
の
安
定
と

関
連
さ
せ
て
理
解
さ
せ
る
。
化
政
文
化
に
つ
い
て
は
、
江
戸
を
中
心
と
す

る
文
学
・
美
術
・
芸
能
の
発
達
、
教
育
の
普
及
、
庶
民
の
信
仰
生
活
の
動

向
な
ど
に
触
れ
る
。
国
学
・
洋
学
な
ど
の
新
し
い
学
問
・
思
想
に
つ
い
て

は
、
封
建
社
会
の
動
揺
と
関
連
さ
せ
て
取
り
扱
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が

後
の
政
治
や
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
理
解
さ
せ
る
。

こ
の
説
明
文
で
は
、
元
禄
文
化
の
箇
所
に
美
術
へ
の
言
及
が
な
い
こ
と
、
元

禄
文
化
が
上
方
の
町
人
文
化
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
化
政
文
化
が
江
戸
中

心
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
留
意
さ
れ
る
。
江
戸
文
化
の
ピ
ー
ク
を

元
禄
と
化
政
に
み
る
典
型
は
、
文
部
省
の
学
習
指
導
要
領
に
明
記
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
に
国
民
の
常
識
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
学
習
指
導
要
領
は
、
次
第
に
記
述
が
簡
略
化
す
る
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
。
一
九
七
八
年
版
で
は
「
幕
藩
体
制
下
の
文
化
の
動
向
」
と
い
う
標
題
に

ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
中
身
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
と
の
接
触
と
鎖
国
」、「
幕
藩

体
制
と
封
建
思
想
の
展
開
」、「
町
人
文
化
の
発
展
と
農
村
の
生
活
文
化
」、「
封

建
社
会
の
動
揺
と
新
思
想
の
展
開
」
の
4
つ
の
項
目
だ
け
で
あ
り
、
元
禄
文
化

や
化
政
文
化
と
い
っ
た
用
語
も
、
江
戸
文
化
を
前
期
・
後
期
に
二
分
す
る
典
型

さ
え
も
明
記
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

学
習
指
導
要
領
は
以
後
も
簡
略
な
記
述
が
続
き
、
一
九
九
四
年
版
も
二
〇
〇

六
年
版
も
、
一
九
七
八
年
版
と
ほ
ぼ
同
工
で
あ
る
。
教
育
現
場
が
江
戸
時
代
の

文
化
は
詳
し
く
教
え
る
必
要
が
な
い
と
受
け
取
る
と
す
れ
ば
問
題
だ
が
、
教
科

書
記
述
の
自
由
度
が
増
し
て
い
る
と
見
れ
ば
、
歓
迎
す
べ
き
傾
向
か
も
し
れ
な
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い
。以

上
を
ま
と
め
る
と
、
一
九
七
八
年
ま
で
は
文
部
省
の
学
習
指
導
要
領
に

よ
っ
て
高
校
の
日
本
史
で
元
禄
文
化
と
化
政
文
化
を
教
え
る
べ
き
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
た
が
、
以
後
は
縛
り
が
ゆ
る
く
な
っ
て
、
自
由
な
記
述
が
許
容
さ
れ

る
状
況
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

《
専
門
書
間
の
振
幅
》

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
日
本
史
専
門
書
や
概
説
書
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
一
九
七
六
年
に
、
林
屋
辰
三
郎
編
に
よ
る
『
化
政
文
化
の
研
究
』（
岩

波
書
店
）
と
い
う
専
門
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
林
屋
を
は
じ
め
と
す
る
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る
関
西
の
第
一
線
の
研
究
者

16
名
が
最
新
の
研
究
成
果
を
寄
せ
た
も
の
で
、
詳
細
な
「
化
政
文
化
年
表
」
も

付
さ
れ
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
者
の
間
で
「
化
政
文
化
」
の
呼
称
が

完
全
に
承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
九
八
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
山
川
出
版
社
『
日
本
歴
史
大
系
3　

近
世
』（
編

集
＝
井
上
光
貞
・
永
原
慶
二
・
児
玉
幸
多
・
大
久
保
利
謙
）
は
、『
詳
説
』
執

筆
陣
と
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
を
編
者
と
す
る
五
冊
（
別
巻
索
引
編
を
含
め
れ
ば

六
冊
）
か
ら
な
る
大
部
の
日
本
史
概
説
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で
、
箱
入
り
の
立
派

な
装
丁
に
は
、
い
か
に
も
概
説
書
の
決
定
版
と
い
う
風
格
が
あ
る
。
こ
の
第
3

巻
近
世
編
は
児
玉
が
編
集
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
章
立
て
を
記
し
て
み
る
。

第
一
編　

幕
藩
体
制
の
成
立
と
展
開

第
一
章　

織
豊
政
権

第
二
章　

桃
山
文
化

第
三
章　

幕
藩
体
制
（
1
）

第
四
章　

幕
藩
体
制
（
2
）

第
五
章　

農
村
支
配
と
農
民

第
六
章　

元
禄
時
代

第
七
章　

元
禄
文
化

第
二
編　

幕
藩
体
制
の
展
開
と
動
揺

第
一
章　

享
保
の
改
革

第
二
章　

都
市
と
産
業
の
発
達

第
三
章　

宝
暦
～
天
明
期
の
政
治
と
社
会

第
四
章　

寛
政
の
改
革

第
五
章　

文
化
・
文
政
時
代

第
六
章　

化
政
文
化

第
七
章　

天
保
の
改
革

一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
文
化
に
関
し
て
は
「
元
禄
文
化
」
と
「
化
政
文

化
」
を
前
面
に
押
し
出
し
た
典
型
中
の
典
型
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ

う
に
、
十
八
世
紀
後
半
の
明
和
～
寛
政
時
代
を
文
化
・
文
政
年
間
よ
り
高
い

ピ
ー
ク
と
み
る
概
説
書
も
い
く
つ
か
現
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
意
見

は
一
顧
だ
に
さ
れ
て
い
な
い
。
も
は
や
典
型
は
、
不
動
の
地
位
を
得
た
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
最
初
に
触
れ
た
よ
う
に
『
詳
説
』
の
江
戸
文
化
の
記
述
は
、

二
〇
一
二
年
ま
で
典
型
が
続
く
の
で
あ
る
。
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た
だ
、
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
後
の
日
本
史
概
説
書
が
、

必
ず
し
も
典
型
一
色
に
染
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
（
一
）

で
室
町
文
化
を
検
討
し
た
際
に
、
一
九
九
三
年
の
『
日
本
歴
史
館
』（
小
学
館
）

が
北
山
文
化
に
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
に
触
れ
た
が
、
同
書
第
6
室

「
天
下
泰
平
」
と
い
う
江
戸
時
代
の
箇
所
を
見
て
も
、
そ
こ
に
「
化
政
文
化
」

と
い
う
項
目
は
見
当
た
ら
な
い
。
小
学
館
は
同
じ
体
裁
の
『
日
本
美
術
館
』
と

い
う
姉
妹
編
を
一
九
九
七
年
に
出
版
す
る
の
で
、
美
術
は
そ
ち
ら
に
任
せ
る
と

い
う
編
集
方
針
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
同
書
に
は
そ
も
そ
も
文
化
に
関
す
る
記
述

が
少
な
い
の
だ
が
、「
ス
ー
パ
ー
歴
史
館　

元
禄
の
装
飾
美
術
」
と
い
う
コ
ラ

ム
ペ
ー
ジ
は
設
け
て
お
り
、
元
禄
文
化
に
つ
い
て
は
一
定
の
配
慮
を
見
せ
て
い

る
。

《
三
省
堂
の
『
詳
解
日
本
史
』》

筆
者
が
調
べ
た
教
科
書
は
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
他
に
重
要
な
も

の
を
見
落
と
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
の
だ
が
、
典
型
に
席
巻
さ
れ
て
い
た
感

の
あ
る
江
戸
文
化
の
記
述
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
、
一
九
九
〇
年
に
登
場
し
た

三
省
堂
『
詳
解
日
本
史
』（
青
木
美
智
雄
・
深
谷
克
己
他
9
名
）
で
あ
る
。

こ
の
教
科
書
は
山
川
出
版
社
の
『
日
本
歴
史
大
系
3　

近
世
』
の
わ
ず
か
2

年
後
に
出
版
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
近
世
文
化
を
「
桃
山
文
化
と
江
戸
初
期
の
文

化
」、「
町
人
文
化
の
形
成
」、「
新
し
い
学
問
・
思
想
の
誕
生
と
民
衆
文
化
」、

「
民
衆
文
化
の
成
熟
」
の
四
つ
の
項
目
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
二
つ
目
の
「
町

人
文
化
の
形
成
」
が
元
禄
文
化
、
最
後
の
「
民
衆
文
化
の
成
熟
」
が
化
政
文
化

に
相
当
す
る
が
、
そ
の
用
語
を
使
っ
て
い
な
い
の
は
見
識
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

懸
案
の
江
戸
初
期
に
つ
い
て
は
桃
山
文
化
と
一
体
の
記
述
と
し
、
十
八
世
紀

後
半
の
文
化
に
つ
い
て
は
「
新
し
い
学
問
・
思
想
の
誕
生
と
民
衆
文
化
」
の
項

を
設
け
て
独
立
さ
せ
て
い
る
。
典
型
が
日
本
史
教
科
書
を
席
巻
し
て
い
た
当
時

と
し
て
は
、
画
期
的
な
時
代
区
分
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
個
別
の
画
人
や
作

品
の
選
定
に
つ
い
て
は
次
稿
に
譲
る
が
、
こ
の
教
科
書
は
円
空
も
取
り
上
げ
て

い
る
し
、
い
ま
だ
に
多
く
の
教
科
書
が
取
り
上
げ
て
い
な
い
伊
藤
若
冲
を
は
や

く
も
載
せ
て
い
る
慧
眼
に
は
敬
服
す
る
。

こ
の
『
詳
解
日
本
史
』
の
江
戸
文
化
の
記
述
は
、
そ
の
後
の
三
省
堂
『
日
本

史
Ｂ
』
シ
リ
ー
ズ
に
基
本
的
に
受
け
継
が
れ
る
が
、
少
し
ず
つ
変
更
も
加
え
ら

れ
て
い
る
。
手
元
の
二
〇
一
四
年
版
（
青
木
美
智
雄
他
12
名
）
を
見
る
と
、
近

世
の
文
化
を
扱
う
項
目
は
、
順
に
「
南
蛮
文
化
と
桃
山
文
化
」、「
寛
永
期
の
文

化
」、「
元
禄
文
化
」、「
江
戸
町
人
の
文
化
」、「
化
政
文
化
」
と
な
っ
て
い
る
。

桃
山
と
江
戸
初
期
を
別
項
目
と
し
、
元
禄
文
化
と
化
政
文
化
の
語
を
使
っ
て
い

る
の
で
、
ほ
ぼ
最
新
版
『
詳
説
』
と
同
じ
構
成
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
詳
説
』

が
三
省
堂
の
教
科
書
に
近
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

以
上
戦
後
の
日
本
史
教
科
書
の
江
戸
文
化
の
記
述
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。

山
川
出
版
社
の
『
詳
説
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
教
科
書
に
よ
っ
て
元
禄
年

間
と
文
化
・
文
政
年
間
を
ピ
ー
ク
と
見
る
典
型
が
定
着
し
、
そ
れ
が
二
十
一
世

紀
ま
で
続
い
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
え
た
と
考
え
る
。
典
型
が
文
部
省
の
学
習

指
導
要
領
に
準
拠
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
本
史
概
説
書
の
レ
ベ
ル
で
は
十
八
世
紀
後
半
の
文
化
を
重
く
見
る
史
観
も
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登
場
し
て
い
た
が
、
研
究
者
間
の
合
意
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
な
か

な
か
教
科
書
が
採
用
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。『
詳
説
』
に
限
っ
て
言
え
ば
、

二
〇
一
四
年
の
最
新
版
が
よ
う
や
く
英
断
を
下
し
、
元
禄
文
化
と
化
政
文
化
の

間
に
「
宝
暦
・
天
明
期
の
文
化
」
と
い
う
新
た
な
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
今
後
の
日
本
教
科
書
の
江
戸
文
化
の
記
述
は
、

十
八
世
紀
後
半
に
十
分
目
配
り
し
た
時
代
区
分
が
主
流
と
な
っ
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
（
続
く
）。


